
なぜ求人募集に応募導線を
考える必要があるのか？

求人の応募数を増やすために



応募導線とは？

• この資料では、求職者が、求人募集に至るときに見た媒体や応
募理由となるものを指しています。



求人募集をハローワークに絞った失敗例

人材派遣会社と提携したハローワーク求人募集作成サービスにお
いて、応募が来なかった事例

• 建設業の現場監督の例

• 介護職員の例

• 歯科衛生士の例

…では、なぜこの職種で応募が来なかったのか？



この失敗例から分かったこと

• ハローワークへ登録しやすい職種か？

• 時期的に合っていたか？

• 求人倍率が高すぎないか？

• 人が集まりやすい地域か？

…という視点がなかったことに気づいた…



失敗例から「求人募集を増やすにはどう
したら良いか？」を考える…

〇求人募集の職種、性別、年齢によって応募導線が変わる場合がある。

そのために

1. 行政資料の利用

2. 自社採用した人たちの応募導線を調査

3. 自社アピールポイント整理

をする必要があると考えた。



例：介護職員を募集する

例

求人募集する職種：介護職

地域：三重県伊賀

想定した人物像：

「20代だとまだ若くて対応が不安だし、40代だと腰痛や40肩になる人たちが多く
なる…30代の女性で介護職の求職者はいないか？」

…と、考えた場合…

どうやって募集すれば応募者数が増えるのか？



1.行政資料の活用

1. 職業分類表（厚労省作成資料）

2. e-Stat 政府統計の総合窓口
『第17表 性、職業（大分類）、年齢階級 、入職経路別入職者数』

3. 求人・求職バランスシート
（所轄のハローワークなどが作成している資料）

※ 職業分類表で求職者の職業分類を調べてeStatの資料や、ハローワーク
資料を見ると、応募導線の傾向や、有効求人倍率、求人募集の難易度の検
討がつきやすくなる。



職業分類表から求人募集したい
職種の区分を知る１



職業分類表から求人募集したい
職種の区分を知る2



職業分類表から求人募集したい
職種の区分を知る3

例：介護職員

職業分類表から、「介護職」は「E サービス業」に分類される



e-Stat 政府統計から応募導線傾向を探る1

• e-Stat 政府統計の総合窓口



例 サービス職業従事者（2018年）
（介護職員含む）

e-Stat 政府統計から応募導線傾向を探る２



求人・求職バランスシートから
有効求人倍率を探る１



求人・求職バランスシートから
有効求人倍率を探る2



求人・求職バランスシートから
有効求人倍率を探る3 （他の資料から）



求人・求職バランスシートから
有効求人倍率を探る4（他の資料から）



行政資料から得た情報をまとめると…

• 30代前半だと ハローワークと広告が多い

• 30代後半だと 広告と縁故が多い

• …媒体は、ハローワーク、広告、縁故を活用することを考える。

※ 「広告」はどちらの年齢層でも割合が高いので利用の検討が必要。

• 地場の有効求人倍率はハローワークを基準にすると3.93倍

…4社のうち1社が選ばれるということ

選ばれる確率は1/4強、1/4内に入るには…



『どの媒体にするか』を整理する

例：三重県名張市で、30代女性の介護職員を求人募集する場合

1. ハローワーク

2. 広告

3. 縁故

３つの媒体からの応募の可能性が高いのと、もし自社独自の応募導線(次ページ)があるなら、そ
れを含めて求人募集を考える

e-Statからは、「広告」、「縁故」という言葉しか出てこないので、見た媒体の多さから
特定していく。例えば、広告で「カイゴジョブ」を見た人が多いなら「カイゴジョブ」を、
縁故は、職員の紹介が多いなら職員からの紹介を活用する方が良いと考える

※ 費用を掛けられないのであればクリック広告（indeedなど）や無料求人ページの数を
増やす（求人ボックス、エンゲージ、スタンバイなど…）



2.自社採用した人たちの応募導線は？
社員に聴くときの確認事項(例）

1. 自社への応募にいたった媒体

2. 自社からの通勤距離

3. フルタイムとパートでは応募理由が違うのでそれぞれ確認

4. 年齢、性別、職種による応募動機の違いがないか確認

5. 自社の良いところ悪いところを聴取

(1)勤務条件、福利厚生などの良し悪し

(2)会社の雰囲気は最初から馴染めやすいかどうか

(3)実際働いてみて良かったところ改善したほうが良いところ

※ 聴くときに身構えられないように

① 人事に関係がないこと ② 求人募集のデータ収集のため ということは明確に伝える

※ 聞けなけい場合、ネット等で他社の勤務条件と自社の勤務条件などを比べて優劣を確認しておく



3.自社アピールポイント整理1

経営者の方自身での整理事項

1. 自社の経営理念や方針

2. 自社の良し悪しを自分自身で思っていたことや感じていたこと

3. 社員から聞いたこととすり合わせして合っていることや違いがあったこと

※ 基本的には、社員が良いと思っていることが、求人募集の時のアピールポイント

として出すことが良いと考える

※ 自社の推しとして言いたいことがあればそれもアピールの一つに入れるが「当社は

こうだ！」というアピールより、そのアピールを求職者がどう受け取るか

重要視した方が良い



3.自社アピールポイント整理2

1. 自社の社員へ聞き取りができていたら、そのインタビューの
内容を基に、自社のアピールポイントをまとめてみる。

2. 社員が良いと言った言葉そのままを使うことが良い

3. 勤務条件や福利厚生等以外で自分自身でアピールしたいこと
があれば、それも含める。（例：地域の優良企業に選抜など）

4. 職場で社員の笑顔の多い画像などをアップする。



募集を始める

• 募集媒体や、募集文章、画像が用意できたら、その媒体で募集
をかけてみる。（オンライン広告の場合は業者と打ち合わせを十分にする）

※ 募集媒体の反応を一定期間見てみる。閲覧や募集が多い媒体
が有効な媒体となる。

※オンライン広告で閲覧が多いのに募集がない場合などは記載さ
れている内容について求職者がつまずいている可能性があるので
どの部分が求職者のネックになるのかを一つ一つ見ていくことに
なる。



募集結果を見て
仮説検証と修正を繰り返す
• ハローワークや無料媒体などを使ったときには、その求人の募
集状況を見ながら文面を変えたり、職種名を変えたりして反応
をみていく

• 全く応募がない場合には、自社の勤務条件や福利厚生などを他
社と比較してみたり、応募時期にズレ（ボーナス前など）がな
いかを確認したり求職者目線で考える

• 応募導線で反応が出てきた媒体、文章はそのまま利用し、反応
がでないものは、修正を続けていく



まとめ

職種の応募導線を

確認する

• 行政資料の利用する

• 自社社員から聴取する

自社のアピールポ

イントを整理する

• 自社社員から聴取する

• 経営者ご自身で自社について考える

• 募集して反応を見る

• 反応がある媒体は続けて、反応がない媒体は修正、中止する


